
　

《資料７》

カエル生息に関する地域性

このグラフは、「田んぼの生きもの調査」で生息確認地点数が多かった
上位３種のカエルについて、各地方での生息確認地点数を示した図です。
ヌマガエルは、東海、北陸地方以西の水田周辺でみられ、特に九州、沖
縄地方において多く確認されました。トノサマガエルは、中国地方の水
田周辺で多く確認されました。また、アマガエルは、全国いずれの地方
においても確認されていますが、特に東北地方で多く確認されました。
この結果は、既存の分布域と一致しています。

多く確認されたカエルの各地方での生息確認地点数
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全体の生息

確認地点数 （ 97 ） （ 89 ） （ 56 ）（ 145 ） （ 93 ） （ 87 ） （ 167 ） （ 30 ）


